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十日町商工会議所

会員数：1,220事業所

　当所８部会において出された意見・要望を集約し令和７年
度産業振興施策に対する要望書を取りまとめ、関口十日町市
長へ手交しました。詳細は４ページをご覧ください。

十日町市へ令和7年度産業振興
施策に対する要望書を手交

本号の主な内容
P 2
P 4
P 6
　  
P 7

 
　　 
P10

●十日町商工会議所 西方会頭　年頭の挨拶
●「令和7年度十日町市の産業振興施策に対する要望書」内容
●会員ひろば 
　　「株式会社 HOME HOME NIIGATA」を訪問しました
●健康ワンポイントアドバイス
　　「知っていますか？　フレイル予防のこと」
　　新潟県栄養士会十日町支部
　　　　　　　　　　　支部長　村山千晶 氏
●青年部コーナー ほか
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た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
へ
の
対
応
や

更
な
る
生
産
性
向
上
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
な
ど
各
種
制
度
改
正
等
、

事
業
環
境
の
変
化
に
対
し
て
会
員

事
業
所
が
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
伴
走
型
の
相
談
支
援
体
制
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
商
工
会
議
所
と
し
て

の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
会
員

企
業
や
市
民
の
皆
様
と
共
に
歩

み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
下
を
向

く
こ
と
な
く
時
代
即
応
し
、
果
敢

に
挑
戦
を
続
け
、
力
強
く
歩
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会

員
企
業
の
皆
様
の
一
層
の
ご
繁
栄

と
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

令
和
7
年　

元
旦

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
会
員
企
業
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
経
済
は
よ
う
や
く
デ
フ

レ
経
済
か
ら
脱
却
し
、
緩
や
か
な

回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
長
引

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材
料
価

格
の
高
騰
、
能
登
半
島
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
災
害
の
頻
発
に

よ
り
、
日
本
経
済
と
り
わ
け
地
方

や
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
引
き

続
き
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
年
も
当
所
の

会
員
企
業
の
持
続
的
発
展
の
た

め
、「
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速

道
路
」
の
整
備
促
進
や
「
国
道

１
１
７
号
線
の
道
路
改
良
」
な
ど

の
要
望
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
外

へ
の
消
費
流
出
を
食
い
止
め
て
地

域
内
の
需
要
創
出
に
つ
な
げ
る

「
消
費
喚
起
事
業
」、
十
日
町
織
物

や
食
品
、
工
業
製
品
等
の
各
種
展

示
商
談
会
へ
の
出
展
・
新
商
品
開

発
を
支
援
す
る「
販
路
拡
大
事
業
」

な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

で
大
き
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
総
務
担

当
者
の
情
報
交
換
会
で
あ
る
「
総

務
c
a
f
é
」
や
、
採
用
活
動
に

お
け
る
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
、
会
員
企

業
の
経
営
課
題
解
決
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し

マル経融資
を利用しませんか
無担保・無保証人で

2,000万円まで融資
運転資金� ７年
設備資金� 10年 

年 利 率　　　1.65％ 

※年利率は12月10日現在

～ 1月の金融個別相談会 ～
◦日本政策金融公庫
　日　時：１月７日㈫　10時30分～12時
　自社または商工会議所からのオンライン相談も随時受け付けてお
　ります。詳しくは十日町商工会議所までお問い合わせください。
◦新潟県信用保証協会
　日　時：１月14日㈫　10時30分～12時

相談をご希望の方は、事前に当会議所担当（☎757-5111）までご連絡ください。

年
頭
の
挨
拶

十
日
町
商
工
会
議
所

会
頭

西
方
勝
一
郎

西
方
勝
一
郎

「
さ
ら
に
一
歩
前
へ
」

「
さ
ら
に
一
歩
前
へ
」
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ん
。
デ
フ
レ
脱
却
を
確
実
に
し
、
成

長
型
経
済
へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め

に
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
を
占
め
る
個

人
消
費
の
拡
大
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
実
現
は
、
全
企
業
数
の
99
・
7
％
、

就
業
人
口
の
約
７
割
、
地
方
部
で
は

約
９
割
を
担
う
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
生
産
性
向
上
と
持
続
的
な

賃
上
げ
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
の

両
輪
の
一
つ
は
中
小
企
業
で
あ
り
、

そ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
省
力
化
投
資
を

含
め
た
設
備
投
資
、
技
術
革
新
、
知

的
財
産
の
活
用
・
保
護
と
い
っ
た
生

産
性
向
上
へ
の
不
断
の
努
力
と
自
己

変
革
に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、

賃
上
げ
原
資
を
生
み
出
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
は

本
年
も
こ
う
し
た
前
向
き
な
挑
戦
を

続
け
る
中
小
企
業
を
全
力
で
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
労
務
費
を

含
む
価
格
転
嫁
対
策
の
さ
ら
な
る
推

進
や
Ｂ
to
Ｃ
で
は
企
業
側
の
「
値
を

上
げ
る
勇
気
」
も
必
要
で
す
。
消
費

者
に
も
「
良
い
サ
ー
ビ
ス
、
良
い
モ

ノ
に
は
値
が
付
く
」
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
国
民
全
体
の
デ

フ
レ
マ
イ
ン
ド
を
払
拭
す
る
こ
と
も

今
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す

の
で
、
消
費
者
意
識
の
改
革
と
と
も

に
経
済
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
成
長
の
両
輪
の
も
う
一
つ

は
「
地
方
創
生
」
で
す
。
地
方
の
発

展
な
く
し
て
日
本
の
再
生
は
あ
り
ま

せ
ん
。
政
府
、
地
方
自
治
体
、
民
間

が
三
位
一
体
と
な
り
、
地
域
へ
の
人

材
・
投
資
の
呼
び
込
み
や
「
稼
ぐ
産

業
」
の
育
成
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

2
0
2
5
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
内
外
と
も
に
不
透

明
か
つ
混
迷
の
度
合
い
が
深
ま
っ
た

１
年
で
し
た
。
世
界
で
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期
化
に

加
え
、
中
東
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
地

政
学
的
リ
ス
ク
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
面
で
は
米
国
経
済
が
堅

調
さ
を
維
持
す
る
一
方
で
、
中
国
経

済
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
年
に
な
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
昨
年
は
主
要
国

で
選
挙
が
相
次
ぎ
、
米
国
で
は
４
年

ぶ
り
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次
期
大
統
領

に
就
任
す
る
結
果
と
な
り
、
保
護
主

義
や
自
国
第
一
主
義
の
台
頭
に
対
す

る
懸
念
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
１
月

の
能
登
半
島
地
震
や
９
月
の
奥
能
登

豪
雨
と
い
っ
た
痛
ま
し
い
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
秋
の
衆
院
選
で
は
与
党
が
30
年

ぶ
り
に
過
半
数
を
大
き
く
下
回
り
、

少
数
与
党
へ
転
じ
る
な
ど
政
治
的
変

動
が
生
じ
る
一
方
で
、
経
済
で
は
、

歴
史
的
円
安
や
物
価
高
が
続
く
中
、

設
備
投
資
は
好
調
で
日
経
平
均
株
価

も
史
上
初
の
４
万
円
台
を
記
録
し
ま

し
た
。
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利

の
解
除
に
踏
み
切
る
な
ど
、
金
融
政

策
に
も
大
き
な
転
換
点
が
訪
れ
ま
し

た
。
特
に
昨
年
は
「
賃
上
げ
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
１
年
で
も
あ
り
、
中
小

企
業
の
賃
上
げ
率
も
３
％
台
半
ば
に

達
す
る
な
ど
、
物
価
と
賃
金
の
好
循

環
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
１
年
で
あ
っ
た
と
総
括
で
き
ま

す
。
企
業
の
自
助
努
力
と
と
も
に
、

官
民
を
挙
げ
た
価
格
転
嫁
の
取
り
組

み
が
効
果
を
示
し
た
結
果
で
あ
り
ま

す
が
、
賃
上
げ
を
行
っ
た
中
小
企
業

の
約
６
割
が
収
益
改
善
を
伴
わ
な
い

中
で
、
人
手
確
保
の
た
め
の
防
衛
的

賃
上
げ
を
迫
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
賃
上
げ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
い
か

に
持
続
可
能
な
形
に
転
換
す
る
か

が
、
停
滞
か
ら
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に

向
け
た
今
年
の
大
き
な
課
題
と
な
り

ま
す
。

（
成
長
の
両
輪
は
中
小
企
業
の
強
化

と
地
方
創
生
）

　

日
本
は
経
済
立
国
で
あ
り
、
経
済

成
長
な
く
し
て
将
来
は
あ
り
ま
せ

を
通
じ
て
地
域
の
経
済
循
環
を
強
化

し
、
地
域
の
強
み
と
潜
在
力
、
い
わ

ゆ
る
「
地
域
力
」
を
引
き
上
げ
る
べ

く
全
力
を
傾
け
る
年
に
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
経
済
イ
ン
フ

ラ
を
担
う
中
小
企
業
お
よ
び
小
規
模

事
業
者
の
強
化
は
、
地
方
創
生
の
取

り
組
み
と
も
表
裏
一
体
で
す
。
政

府
・
地
方
自
治
体
に
は
両
者
を
成
長

の
両
輪
と
位
置
づ
け
、
地
域
ご
と
の

特
性
を
踏
ま
え
た
成
長
戦
略
の
策
定

と
実
行
を
強
く
求
め
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
わ
れ
わ
れ
全
国
5
1
5
の
商

工
会
議
所
も
地
域
経
済
の
再
生
・
活

性
化
の
先
導
役
と
し
て
、
さ
ら
に
活

動
を
強
化
で
き
る
１
年
に
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

（
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
を
大
き

な
成
長
の
弾
み
に
）

　

本
年
４
月
に
は
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
幕
い
た
し
ま
す
。
停
滞
か
ら
成

長
へ
の
転
換
点
に
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
開
催
は
、
象
徴
的
か
つ
歓
迎
す

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ

ー
マ
と
す
る
20
年
ぶ
り
の
万
博
開
催

が
、
新
た
な
未
来
を
つ
く
る
起
爆
剤

と
な
る
よ
う
、
全
国
の
商
工
会
議
所

一
丸
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。
わ
が
国
全
体
の
未
来
に

向
け
て
成
長
に
弾
み
の
つ
く
万
博
と

な
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㈲宮幸酒店 0120-39-2558
TEL025-752-2558

私たち自慢の地酒、
コンセイエ厳選のワイン、
鹿児島から仕入れてきた幻の焼酎。
おいしいお酒に出会うたび
お客様の笑顔が浮かびます。

み や　  こ う

十日町市昭和町 1丁目　営業時間 9:00～19:00

年
頭
所
感

「
新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に
」

日
本
商
工
会
議
所

小
林

　健

小
林

　健

会
頭

「
新
た
な
成
長
へ
の
飛
躍
の
年
に
」
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１．商業対策について

　⑴　消費喚起事業の実施について（一部新規）
　　①十日町市プレミアム商品券事業への支援について
　　②商工団体が実施する消費喚起事業への補助制度の創

設について（新規）
　⑵　中心市街地の活性化対策について（新規）

２．織物産業対策について

　⑴　「十日町織物産地特別招待会補助金」の確保について
　⑵　「きもの染織展十日町フェア」への支援について

３．工業対策について

　⑴　下水道使用料の軽減について
　⑵　除雪経費節減支援制度について
　　①「従業員駐車場の除雪強化を図る事業所への補助金」

の継続等、除雪経費削減に資する取り組みの継続
　　　（新規）
　　②災害救助法等が適用される豪雪時における除雪や消

融雪経費等に係る負担軽減のための補助制度の創設
や税の優遇措置等の働きかけ

　　③地下水採取規制区域における規制緩和について
　⑶　展示商談会等への参加支援について
　⑷　「事業所省エネ化促進支援事業」の継続について
　⑸　「十日町市再生可能エネルギー活用促進費補助金」

の継続について

４．建設・建築業対策について

　⑴　国・県発注公共工事及び十日町市発注公共工事の地
元発注について

　⑵　専門性の高い工事における地元企業への発注について
　⑶　「住宅省エネリフォーム補助金」の継続について
　　　（一部新規）
　⑷　「克雪すまいづくり支援事業」の継続実施について
　⑸　除雪体制について

　　①除雪関連業者の育成や除雪体制の強化の推進について
　　②除雪基本料金支払い制度について
　　③除雪車両の確保について（新規）
　⑹　公共工事費の拡大及び発注の平準化について
　⑺　建設系や工業系の担い手確保について
　⑻　空き家の解体・撤去に対する支援制度の創設につい

て（新規）

５．観光対策について

　⑴　日本遺産を活用した観光振興について（一部新規）

６．産業全般について

　⑴　新規学卒者の地元就職促進について（一部新規）
　⑵　ふるさと回帰や移住定住促進、若年者の地元就職支

援事業の継続実施について
　⑶　外国人労働者の雇用への支援について（新規）
　⑷　ふるさと納税の返礼品協力事業者への支援について

（一部新規）

７．産業の発展を支える社会資本整備について

　⑴　上越魚沼地域振興快速道路「十日町道路」の整備促
進について

　　①「八箇峠道路」における、関越自動車道との直結及
び余川インターチェンジまでの早期全線開通

　　②「十日町道路」の早期開通
　　③「上越魚沼地域振興快速道路」の早期全線開通
　⑵　国道117号の整備促進について
　⑶　ほくほく線の利便性の向上について
　⑷　飯山線の存続と沿線地域の観光振興ならびに利便性

の向上について
　　①飯山線を存続させるための利用促進に向けた関係団

体との連携
　　②飯山線沿線の観光振興に向け当所をはじめ関係団体

や観光事業者との一層の連携強化
　　③降雪期の除雪体制強化による定期運行の確保

　当所では、地域の商工業者の皆さまの意見を集約するため、全８部会において常任委員会を開催し、
次のとおり要望書を取りまとめ、11月29日に関口十日町市長へ手交しました｡
　今後も皆さまの声を反映すべく、行政などの施策に対して提言・要望活動を行ってまいります｡

お悔み 村尾正明議員村尾正明議員　　ご逝去ご逝去
　当会議所議員の村尾正明氏（株式会社村尾電気）が、去る令和６年11
月２日にご逝去されました。
　同氏は、平成10年より議員として、長きにわたり地域経済と当会議所
の発展にご尽力をいただきました。
　ここに生前のご功績を偲び、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

令和７年度�十日町市の産業振興施策に対する要望書（内容）
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年末調整　個別相談会のご案内（無料）

期　日 時　　間 会　場
１月８日㈬ 午後１時３０分～３時 川治公民館１階 研修室
１月９日㈭ 午後１時３０分～３時 下条公民館２階 小集会室

１月1０日㈮
午前９時～12時 十日町商工会議所２階

多目的ホール午後１時～４時

当所では、下記の日程で年末調整相談会を開催します。お気軽にご参加ください。
相談会はお電話にて、事前予約制（申込み順）とさせていただきます。
一事業所あたり３０分程度の予定で相談枠を設け、申込み順に相談時間を決めさせていただきます。
お申込みはお電話にてお願いいたします。　申込先：十日町商工会議所　☎︎025-757-5111

①　令和５年分（前年分）の年末調整資料一式
②　令和６年１月～６月分の源泉徴収簿及び源泉所得税等の納付書の控え
③　令和６年分の給与所得者の扶養控除等（異動）申告書及び保険料控除申告書
④　税務署から送付のあった書類（年末調整資料一式）
⑤　市役所から送付のあった書類（給与支払報告書等）
⑥　各種所得控除の控除証明書等
　　（生命保険・個人年金・地震保険・長期損害保険・国民年金・国民健康保険・小規模企業共済等）

要予約

「輪島市役所仮設相談所」に職員を派遣しました
〜能登半島地震復興支援〜

　１２月２日㈪から６日㈮までの５日間、「令
和６年能登半島地震」により被災された事業
者を支援するために、輪島市役所に開設され
ている「仮設相談所」へ当所職員１名を派遣
しました。
　派遣期間中は、各種補助金制度などについ
て、事業者から寄せられた相談に対応しまし
た。震災に加え９月に発生した豪雨災害の影
響を受け、店舗や工場が再開できる見通しが
立っていない事業者も多く、それぞれの事業
者に適した補助金等の経営支援策をお伝えす
るとともに、補助金の実績報告書の作成支援
などを行いました。
　被災された皆様の一日も早い復興を願うと
ともに、今後もできる限りの支援を行ってい
きたいと考えています。

【輪島市内の様子】

【仮設相談所】

　この度「令和６年能登半島地震」により被災された事業者を支援す
るため、日本商工会議所が窓口となり全国各地の会議所会員等から寄
付された義援金のうち、171万円が新潟県商工会議所連合会を通じ当
所へ配分されました。この配分金の使途を正副会頭で協議した結果、
いまだに復旧復興が進まない石川県の被災事業者支援のため、全額を
石川県商工会議所連合会へ寄付させていただきました。このことによ
り、石川県商工会議所連合会より感謝状（左写真）をいただきました
のでご報告いたします。

当
日
ご
持
参
い
た
だ

く
も
の

納期の特例の承認を
受けている方の源泉所得税等の

納付期限は、
令和７年１月２０日㈪です。

能登義援金感謝状
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　不眠や気分の落ち込みなど、ひとりで抱え込まずに相談し
てみませんか。

■臨床心理士によるこころの相談会（７日前までに要予約・無料）
　日　時：３月１０日㈪　午後１時～３時

会　場　十日町保健センター（十日町市役所となり）
問合せ　健康づくり推進課　成人保健係（☎025-757-9764）

各種健康相談のお知らせ

株式会社
HOME HOME NIIGATA
住　所：十日町市馬場丁1253-2
電　話：025-755-5080
　　　　050-3553-4418
F A X：025-755-5103
E-mail：akira_i@homehome.jｐ
U R L：https://homehome.jp

会
で
行
わ
れ
た
十
日
町
市
の
魅
力
を

世
界
に
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。そ
の
中
で
、

自
身
が
Ｐ
Ｒ
し
た
い
も
の
と
外
国
人

の
方
が
良
い
と
言
う
も
の
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
う
し
た

ニ
ー
ズ
を
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が

観
光
の
仕
事
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
か

ら
、
十
日
町
の
本
質
的
な
価
値
を
自

分
な
り
に
見
直
し
、
会
社
の
立
ち
上

げ
に
至
り
ま
し
た
。「
外
か
ら
十
日

町
に
お
客
様
を
呼
び
込
む
、
少
し
お

こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
民
間
の
観
光

協
会
っ
て
い
う
と
わ
か
り
や
す
い
か

な
と
思
い
ま
す
」。

　

現
在
は
、
半
数
以
上
を
占
め
る
海

外
か
ら
の
お
客
様
に
む
け
て
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
の
ツ
ア
ー
の
提
案
や
ガ
イ

ド
、
宿
泊
施
設
の
提
供
な
ど
、
地
域

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
含
め
て
行
っ

て
い
ま
す
。「
日
々
勉
強
で
す
。ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
。
道
半
ば
で
す
ね
」。

　

今
、
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
2
0
2
5
年
2
月
に
営
業
開
始
を

　

今
月
は
、
株
式
会
社　

H
O
M
E

H
O
M
E　

N
I
I
G
A
T
A
代
表

取
締
役
の
井
比 

晃
さ
ん
に
お
話
し

を
伺
い
ま
し
た
。

　

柏
崎
市
出
身
の
井
比
さ
ん
は

２
０
１
４
年
に
十
日
町
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
水
沢
地
域
に
赴
任

し
ま
し
た
。「
草
刈
り
か
ら
始
ま
り
、

芸
術
祭
の
お
手
伝
い
や
、
東
京
で
物

販
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
を
し
て

い
ま
し
た
」。

　

そ
ん
な
井
比
さ
ん
が
起
業
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

2
0
1
6
年
に
日
本
外
国
特
派
員
協

予
定
し
て
い
る
「
古
民
家
宿
・
雪
の

家　

古
澤
邸
」の
古
民
家
再
生
で
す
。

水
沢
地
区
安
養
寺
に
あ
る
延
べ
床

面
積
3
6
0
㎡
の
大
き
な
旧
家
で
、

広
々
と
し
た
空
間
や
梁
の
重
厚
感
、

母
屋
に
は
雁
木
づ
く
り
が
設
け
て
あ

り
、
伝
統
的
な
日
本
家
屋
の
魅
力
を

感
じ
な
が
ら
、
雪
国
の
暮
ら
し
を
体

験
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
ま
す
。
宿
泊
施
設
の
形
態
と
し
て

は
一
棟
貸
し
と
の
こ
と
で
、「
こ
れ

だ
け
の
広
さ
が
あ
れ
ば
、
複
数
の
宿

泊
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
す
が
、
こ
の
地
域
は
歴
史
的
に

見
て
も
宿
泊
施
設
の
な
い
場
所
で
し

た
。
そ
こ
に
急
に
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地

域
の
方
の
迷
惑
に
な
り
か
ね
な
い
。

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
、

あ
く
ま
で
自
分
た
ち
が
対
応
で
き
る

範
囲
で
行
お
う
と
考
え
ま
し
た
」
儲

け
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、

宿
を
通
じ
て
U
・
I
タ
ー
ン
の
働
き

口
が
生
ま
れ
、
地
域
が
存
続
す
る
た

め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
社
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
長
く

続
く
地
域
（
村
）
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
を
自
社
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
雪
国
と
お
か
ま
ち
」
が
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
、
雪
国
の
暮
ら
し
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。「
観
光
は
あ
く
ま
で
手
段
で
し

か
な
く
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
地
域

の
暮
ら
し
や
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
文

化
に
光
を
あ
て
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
ら
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

H
O
M
E 

H
O
M
E 

N
I
I
G
A
T
A

と
い
う
社
名
は
本
来
H
O
M
E 

a
w
a
y 

f
r
o
m 

H
O
M
E

で
、
遠
く
に
あ
る
も
う
一
つ
の
実
家

と
い
う
意
味
に
基
づ
い
た
も
の
だ
そ

う
で
す
。「
長
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
省
略
し
た
ん
で
す
。『
た
だ
い
ま
』

『
お
か
え
り
』
と
い
う
よ
う
な
場
所

を
作
れ
た
ら
」。

　

こ
れ
か
ら
十
日
町
は
「
究
極
の
雪

国
と
お
か
ま
ち
」
の
文
字
通
り
、
最

も
十
日
町
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
季

節
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
方
が
来
訪

さ
れ
て
、
雪
国
の
暮
ら
し
や
文
化
に

関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
振
興
委
員　

若
山
）

（
職
員　

鈴
木
）

代表の井比 晃さん

再生中の広々とした古民家

十日町市高田町6丁目750番地
TEL 025-752-5559
FAX 025-757-5477

お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします
お車の見積りは
ビジネスリースをお薦めします

事業主の
皆さま
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新潟県栄養士会十日町支部　　
支部長　村 山 千 晶 氏

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

十
日
町
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の 「知っていますか？

フレイル予防のこと」

50人未満の事業場の皆さん！
登録産業医・保健師が無料で対応します

十日町市本町2丁目226番地1　十日町市中魚沼郡医師会事務所内

①健診結果についての医師からの意見聴取
②健康相談・メンタル相談
③長時間労働者・高ストレス者に対する面接指導
④個別訪問による産業保健指導

十日町検診センター

健やかな毎日のために。

まごころをこめて「確かな安心」「信頼」「確かな安心」「信頼」をお届けします。と

日帰り人間ドック 一般健康診断

各種がん検診 特定健診・特定保健指導

（一社）新潟県労働衛生医学協会
〒948-0057　十日町市春日町113番地

☎025-752-6196
詳細はお電話、
もしくはインターネットで
お問い合わせください

医学協会 検索

健やかな毎日のために。

まごころをこめて をお届けします。

　
最
近
の
研
究
で
、
50
歳
以
上

の
人
で
は
、
片
足
立
ち
で
き
る

時
間
が
自
分
の
老
化
の
程
度
を

知
る
指
標
と
な
る
、
と
い
う
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
利
き

足
で
な
い
側
の
足
で
30
秒
間
立

つ
こ
と
が
で
き

る
か
否
か
が
、

筋
力
や
歩
行
の

変
化
よ
り
も
老

化
を
よ
く
反
映

す
る
指
標
に
な

る
よ
う
で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
能

力
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
筋

力
に
加
え
、
視

覚
、平
衡
感
覚
、

触
覚
・
痛
覚
・

温
度
覚
・
運
動
覚
・
振
動
覚
な

ど
の
体
性
感
覚
な
ど
も
影
響
す

る
た
め
、
老
化
の
重
要
な
指
標

と
な
る
よ
う
で
す
。

　
日
頃
の
運
動
習
慣
を
こ
こ
ろ

が
け
、
片
足
立
ち
が
30
秒
間
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。 30

秒
間
の
片
足
立
ち

が
で
き
ま
す
か
？

一
般
社
団
法
人

 

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会

　
　 

保
健
師
　
源
氏
　
富
貴
子

十日町検診センターの
健康コラム

十日町検診センターの
健康コラム

【
も
し
か
し
て
フ
レ
イ
ル
？
】

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
よ
り
心
身
が
衰

え
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
た
状

態
を
指
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
要
介
護

状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

フ
レ
イ
ル
に
早
く
気
づ
き
、正
し
く
対
応（
予

防
や
治
療
）
で
き
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行

を
防
ぎ
、
健
康
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
傾
向
が
あ
っ
た
ら
フ
レ
イ
ル
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。

・
お
い
し
く
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い

・
疲
れ
や
す
く
何
を
す
る
の
も
面
倒
だ

・
体
重
が
以
前
よ
り
も
減
っ
て
き
た

　

特
に
高
齢
期
の
痩
せ
は
肥
満
よ
り
も
死
亡

率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
の
今
の

体
格
を
知
る
た
め
に
、
身
長
と
体
重
か
ら
自

分
の
体
格
を
計
算
し
ま
し
ょ
う
。

　

B
M
I
＝
体
重
㎏
÷
身
長
m
の
2
乗

　

普
通
体
重
は
成
人
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
・
5
～

24
・
9
、
65
歳
以
上
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
21
・
5
～

24
・
9
で
す
。
普
通
体
重
以
下
の
場
合
は
痩

せ
、
普
通
体
重
以
上
の
場
合
は
肥
満
と
な
り

ま
す
。

　

B
M
I
が
普
通
体
重
以
下
の
方
、
意
図
せ

ず
痩
せ
て
き
た
方
は
要
注
意
で
す
。

【
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

『
栄
養
（
食
事
の
改
善
）』

　

食
事
は
活
力
の
源
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
３
食
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

お
口
の
健
康
に
も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

『
身
体
活
動
（
運
動
量
の
増
加
）』

　

身
体
活
動
は
筋
肉
の
発
達
だ
け
で
な
く
食

欲
や
心
の
健
康
に
も
影
響
し
ま
す
。
今
よ
り

10
分
多
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

『
社
会
参
加
（
地
域
と
の
関
わ
り
）』

　

趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
外
出
す
る

こ
と
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
有
効
で
す
。
自
分

に
合
っ
た
活
動
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
食
べ
る
こ
と
で
フ
レ
イ
ル
予
防
】

　

必
要
な
栄
養
素
を
ま
ん
べ
ん
な
く
と
る
た

め
に
は
、
多
様
な
食
品
や
料
理
を
食
べ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

①　

3
食
し
っ
か
り
食
べ
る

②　

1
日
2
回
以
上
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜

を
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る

③　

い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食
べ
る

　

料
理
が
大
変
な
場
合
は
、
市
販
の
総
菜
や

缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
栄
養
補
助
食
品
な

ど
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
加
齢
に
よ
っ
て
食
事
の
量
が
減
る

と
筋
肉
量
が
減
少
し
、
筋
肉
を
作
る
力
も
低

下
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
た
ん
ぱ
く
質
を
含

む
食
品
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
を
少
し
工
夫
し
、
手
軽
に
た
ん

ぱ
く
質
を
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

・
白
い
ご
飯
に
納
豆
や
卵
を
か
け
る

・
麺
類
に
卵
や
か
ま
ぼ
こ
、
ち
く
わ
を
の
せ

る
・
お
ひ
た
し
に
か
つ
お
節
や
し
ら
す
干
し
を

の
せ
る

・
シ
ン
プ
ル
な
朝
食
に
は
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
の
乳
製
品
を
取
り
入
れ
る

・
コ
ー
ヒ
ー
に
牛
乳
や
豆
乳
を
加
え
て
ラ
テ

に
す
る

・
缶
詰
や
冷
凍
食
品
な
ど
「
あ
と
1
品
」
に

便
利
な
も
の
を
常
備
す
る

・
お
弁
当
や
外
食
は
お
か
ず
の
種
類
が
多
い

定
食
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
、
色
々
な
食
品
か

ら
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る

【
医
療
機
関
に
相
談
す
る
】

　

慢
性
腎
不
全
や
糖
尿
病
な
ど
日
頃
の
食
事

内
容
に
制
限
が
あ
る
場
合
は
、
病
状
に
よ
っ

て
フ
レ
イ
ル
や
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
へ
の
対
応
が

変
わ
り
ま
す
。
ま
ず
は
医
療
機
関
へ
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

（
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
は
、
加
齢
に
よ
る
筋
肉

量
の
減
少
及
び
筋
力
低
下
、
身
体
機
能
の
低

下
の
こ
と
）

　

体
や
心
の
衰
え
は
予
防
で
き
ま
す
。
や
り

た
い
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
毎
日

の
生
活
に
取
り
入
れ
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
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0101
１分で

Webページ
約3,600ページ分
の情報伝達力

0202
文字よりも
２倍記憶に
残りやすい

0303
誰が説明しても
情報を均質化して
伝えることが
できる

動
画
の
メ
リ
ッ
ト

その悩み、｢動画｣で解決できます！その悩み、｢動画｣で解決できます！
「伝えたいのに、伝わらない…」

お問い合わせは㈱滝沢印刷へ
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役立つ統計
I N FORMAT I ON区分月 男 女 計 世 帯 数

10　　月 23,170 24,109 47,279 19,403
前年同月 23,684 24,632 48,316 19,482
 比（％） 97.8% 97.9% 97.9% 99.6%

区　　分 乗 車 人 員 降 車 人 員
10　　月 16,273 16,932

前 年 同 月 14,889 15,882
増　　　減 1,384 1,050

新　規　求　人　数 月 間 有 効 求 人 数 月 間 有 効 求 人 倍 率

合　 計
　

合　 計 全　 数 常　用
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

常　用
（パート含む）

臨時・季節
（パート含む）

10　　月 373 356 17 972 932 40 1.28 1.24
前 年 同 月 344 336 8 947 920 27 1.19 1.17
増減比（％） 8.4 6.0 112.5 2.6 1.3 48.1 0.09 0.07

●ハローワーク求人数� （単位：人）

●ほくほく線十日町駅乗降者数� （単位：人） ●建築統計� （単位：㎡）

●人　　口� （単位：人）

pp

11月

会
議
所
事
業
活
動
報
告

着工建築物 新設住宅着工

10　　月
棟 数 床 面 積 戸 数 床 面 積
14 977 3 309

前年同月 16 1,020 5 606
 比（％） 87.5% 95.8% 60.0% 51.0%

１
日
・
労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
担
当

職
員
研
修
会

　
　

・
マ
ル
経
審
査
会
（
簡
略
審
査
）

２
日
・
十
日
町
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
認
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

３
日
・
立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会
発
足

50
周
年
式
典

　
　

・
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
設

立
30
周
年
式
典
祝
賀
会

５
日
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
視
察
研

修
会

６
日
・
第
48
回
生
誕
地
ま
つ
り　

第
６

回
事
務
局
会
議

　
　

・
フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た

2
0
2
4
（
～
８
日
）

　
　

・
Ｄ
Ｘ
推
進
基
礎
講
座
研
修
会

７
日
・
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー

11
日
・
第
８
回
正
副
会
頭
会
議

　
　

・
第
４
回
常
議
員
会

12
日
・
新
潟
県
信
用
保
証
協
会
長
岡
支

店
と
の
勉
強
会

　
　

・
第
３
回
監
査
会

13
日
・
自
動
車
共
済
制
度
改
定
説
明
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　

・「
第
48
回
生
誕
地
ま
つ
り
」
第

２
回
実
行
委
員
会
（
反
省
会
）

　
　

・
青
年
部　

11
月
役
員
会

14
日
・
第
２
回
十
日
町
市
露
店
市
場
管

理
委
員
会

　
　

・
納
税
表
彰
式

　
　

・
県
内
商
工
会
議
所
補
助
員
等
研

修
会
（
～
15
日
）

15
日
・
一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
　

・
2
0
2
4
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

in
新
潟

17
日
・
第
1
6
8
回
簿
記
検
定
試
験

18
日
・
十
日
町
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

監
査
会

19
日
・
新
潟
県
産
業
教
育
振
興
会　

魚

沼
地
区
地
域
連
絡
会
議

　
　

・「
第
76
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」

第
２
回
正
副
会
長
・
本
部
委
員

合
同
会
議

20
日
・
日
商
合
同
委
員
会
・
常
議
員
会

（
～
21
日
）

　
　

・
支
援
者
の
た
め
の
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ

ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　

・
六
日
町
社
会
保
険
委
員
大
会

　
　

・
上
越
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱　

創
立
40
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　

・
青
年
部　

11
月
例
会

21
日
・「
第
21
回
き
も
の
の
街
の
キ
ル

ト
展
」
第
1
回
企
画
委
員
会

22
日
・
き
も
の
染
織
展
十
日
町
フ
ェ
ア

（
～
25
日
）

　
　

・
経
営
指
導
員
等
資
質
向
上
研
修

会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　
　

・
４
地
区
商
工
会
議
所
情
報
交
換

会
・
交
流
会

25
日
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
デ

ー
タ
処
理
研
修
（
応
用
編
）

26
日
・
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議

所
中
小
企
業
相
談
所
長
会
議

（
～
27
日
）

28
日
・
経
営
指
導
員
研
修
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）

　
　

・
第
1
5
1
回
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃

川
地
域
共
創
事
務
所
報
告
会

29
日
・
経
営
指
導
員
研
修
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）

　
　

・
令
和
7
年
度
十
日
町
市
の
産
業

施
策
に
関
す
る
要
望
書
の
手
交

　
　

・「
第
76
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
」

実
行
委
員
会

　
　

・
商
工
組
合
中
央
金
庫　

十
日
町

地
域
交
流
会

え！これもリースが
お得なの？

モノを「所有する」のではなく
「使って利益を上げる」というリース発想こそ、
変革の時代にふさわしいシステムです。
この合理的なサービスを
ラポートリースはご提供いたします。

十日町市本町二丁目350番地
TEL.025-757-5121リース事業部 担当：

山田、高橋
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ボッチャ参加者

青 年 部
コーナー

11
月
30
日
　

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会
開
催

12
月
18
日
　

臨
時
会
員
総
会

　

十
日
町
商
工
会
議
所
青
年
部
（
大

島
博
会
長
／
大
島
電
気
㈱
）
で
は
、

地
域
連
携
委
員
会
（
松
山
委
員
長
／

㈱
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
）
担
当
の

も
と
、
11
月
30
日
㈯
14
時
よ
り
「
ボ

ッ
チ
ャ
＆
大
交
流
会
～
帰
っ
て
き
た

あ
ぶ
な
く
な
い
ボ
ッ
チ
ャ
と
秋
の
宴

～
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
お
な
じ
み
で
、
誰
も
が
一
緒
に

参
加
し
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
競

技
で
す
。
今
回
の
交
流
会
に
は
、
十

　

12
月
18
日
㈬
午
後
６
時
よ
り
ラ
ポ

ー
ト
十
日
町
に
お
い
て
臨
時
会
員
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
7
年
度

役
員
（
案
）
承
認
の
件
を
議
案
と
し

て
上
程
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
承
認
さ
れ
た
令
和
7
年
度

の
主
な
当
会
役
員
は
別
掲
の
通
り
で

す
。

　

総
会
終
了
後
は
、
会
員
交
流
委
員

会
（
福
井
祐
樹
委
員
長
／
㈱
ラ
ポ
ー

ト
十
日
町
）
の
担
当
に
よ
り
、
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
メ
ン

バ
ー
が
出
席
し
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
交
流
で
き
、
ま
た
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興
も

あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
１

年
間
の
活
動
の
頑
張
り
を
労
い
、
こ

れ
か
ら
の
事
業
に
向
け
て
決
意
を
新

た
に
す
る
充
実
し
た
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

日
町
・
津
南
の
商
工
会
青
年
部
や
地

域
青
年
団
体
な
ど
に
幅
広
く
参
加
を

募
集
し
、
当
日
は
約
80
名
の
方
々
が

参
加
し
、
初
心
者
の
方
も
経
験
者
の

方
も
一
緒
に
な
っ
て
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
の
後
は
大
交
流

会
と
い
う
こ
と
で
十
日
町
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と

他
団
体
の
皆
様
が
楽
し
く
意
見
交
換

し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

挨拶する阿部正太郎次年度会長

令和７年度　十日町商工会議所青年部役員（一部抜粋）
役職名 氏　名 事業所名

会 長 阿部正太郎 タイセイ自動車株式会社
直前会長 大島　　博 大島電気株式会社
専務理事 池田　隼人 Hair Salon Faln

副 会 長

大島　裕介 株式会社大幸工務所
大橋　次郎 北越融雪株式会社
多田　朋孔 特定非営利活動法人地域おこし
福井　祐樹 株式会社ラポート十日町
福納　卓哉 有限会社宮幸酒店

監 事 井沢　元博 株式会社井沢塗装
韮澤　　篤 studio-ASH

　当所きもの部会が中心となり、関係団体の協力のもと、11月22日㈮から11月25日㈪までの４日間、名古屋
市のデザインホール（愛知県名古屋市中区栄３）において開催しました。
　中京圏等から消費者を誘客して十日町織物の消費者販売会を開催。さらに、十日町市、十日町市観光協会、
クロステンからご協力いただき、地域特産品の販売や観光情報の発信等を行い、十日町織物の販路開拓と販
売促進、地域経済の活性化を図りました。４日間の来場客数は219人、売上金額は１億2,840万円（速報値）
でした。

きもの染織展十日町フェアin名古屋を開催


